目的
ルーティングテーブルには、その直近のネットワークトポロジに関する情報が含まれています。ルーティングテーブルを表示すると、IPv4を使用しているデバイスの宛先LAN(ローカルエリアネットワーク)インターネットプロトコル(IP)アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイ、およびインターフェイスと、宛先のネクストホップが表示されます。ルータがIPv6をサポートしている場合は、IPv6経由で接続されているデバイスのインターフェイスが表示されます。これにより、管理者はスタティックルートを設定するときにルータの有効性を確認できます。
この記事では、RVシリーズルータのルーティングテーブルを表示する方法を説明します。
該当するデバイス
[Software Version]
- 1.0.1.3 — RV130、RV130W
- 1.0.0.17 — RV132W
- 1.0.0.21:RV134W
- 1.0.5.4 — RV180、RV180W
ルーティングテーブルの表示
ステップ1:Webベースのユーティリティにログインし、[Networking] > [Routing Table] を選択します。

RV180またはRV180Wを使用している場合は、[Networking] > [Routing] > [RoutingTable]を選択します。

ステップ2:表示するIPルーティングテーブルを選択し、適切なボタンをクリックしてルーティングテーブルを表示します。
注:この例では、IPv4とIPv6の両方のルーティングテーブルが使用されます。

RV180またはRV180Wを使用している場合は、Displayをクリックします。

ステップ3:選択したIPバージョンのルーティングテーブルが表示されます。目的のルートを確認します。

RV180またはRV180Wを使用している場合は、次のように表示されます。

これで、RVシリーズルータのルーティングテーブルが正しく表示されました。